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第１回十日町市中心市街地活性化協議会【設立総会】議事録（要旨） 

 

【日 時】  平成 24年 9月 1日（土）  午前 10時 30分～午前 11時 17分 

【場 所】  十日町商工会議所 多目的ホール 

【出席者】  委   員     25名 

      事 務 局      4名 

         十日町市担当     4名 

         来   賓       関口十日町市長 

                  マスコミ、傍聴者  13名   

          合 計      47名 

 

１．開会挨拶：十日町市中心市街地活性化協議会 会長 丸山秀二 

(要旨) 本日の十日町市中心市街地活性化協議会設立総会において皆様方からご承認を頂いた

後いよいよ本番に向かうわけだが、ハード面の事業主体は既に決まっている。ソフト

面もにぎわいを生み出す形につなげていければと考えている段階。 

ハードもソフトも両様相俟って頑張っていかなければならないし、特にハードに対し

ては地域あげての協力体制を組まなければならない。 

事業主体が決まったからといって任せっぱなしにしてはいけない。  

 

２．来賓ご挨拶：十日町市長 関口芳史 様 

（要旨）平成 22年の秋に着手してもうじき 2年が経つ。 

国の認定を受ける時は非常にたくさんの要件があるが１つ１つ確実にクリアして行き

たい。ここまでは非常に順調に出来ているのではないかと聞いている。基本計画が一

旦出来てしまえば今後 5 年間に確実にその計画を実施しなければならないし、実施し

て事業効果を上げる必要がある。その検証のためにはさまざまな数値目標が定められ

ているがこれもクリアしていく必要がある。設立に至るまでには大変なハードルがあ

ったが今後は更に難関なハードルがある。 

計画が採択された後どうやって実行していくのか、そこで十日町の実力が問われると

ともに、発信できる好機であると思っている。 

 

３．議長の選任：規約第 14条 2項により丸山秀二会長を議長とする。 

   

４．議 事 

【議案 1号】設立趣意書(案)について 

  説明者：事務局(佐野)  

議案１号資料により設立趣意書(案)を説明した。 
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これまでの資料との変更点は、設立発起人として今まで空白だった十日町市中心市

街地整備推進機構としてＮＰＯ法人にぎわいの理事長関口純夫を追加したこと。 

発言者：なし 

諮ったところなく異議なく原案どおり承認された。 

 

 【議案 2号】規約(案)について 

  説明者：事務局(佐野) 

議案２号資料により十日町市中心市街地活性化協議会規約(案)を説明した。 

これまでの資料との変更点は、第 5条の協議会の構成員にＮＰＯ法人にぎわいを 

追加したこと。 

附則の２協議会設立時の役員の任期を、平成 26年度第 1回協議会締結時までとした 

こと。 

発言者：なし 

諮ったところなく異議なく原案どおり承認された。 

 

【議案 3号】協議会構成員(委員、役員、事務局等)について 

 説明者：事務局(保坂) 

議案３号資料により構成員(委員、役員、事務局等)を説明した。 

これまでの資料との変更点は、都市機能の増進を推進する者にＮＰＯ法人にぎわい

理事長の関口純夫を追加したこと。 

発言者：なし 

諮ったところなく異議なく原案どおり承認された。 

 

５．協 議：十日町市中心市街地活性化基本計画素案について 

      十日町市の素案説明に先だって、十日町農業協同組合近藤総務企画部長より事業に 

ついての説明が行われた。 

  説明者：近藤総務企画部長 

配布した十日町農業協同組合説明資料により、ラポート十日町周辺地域活性化整 

備事業について説明が行われた。 

発言者：なし 

 

続いて十日町市担当課の基本計画素案の説明に入った。 

 説明者：市担当（富井中心市街地活性化推進室長）  

十日町市中心市街地活性化基本計画素案【概要】№1、№2、№3の資料により基本 

計画素案【概要】を説明した。 

  発言者：なし 
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６．報 告：中心市街地の活性化に関する法律第 15条第 3項の中心市街地活性化協議会の組織の

公表に関する命令について 

説明者：事務局(尾身) 

資料２により組織の公表に関する命令について説明した。 

公表する事項である１.中心市街地活性化協議会の構成員の氏名又は名称と２.規約

の内容の公表方法として、本協議会ではエコマール内にあるポケットプラザで掲示

するとともに、十日町商工会議所ホームページにおいて協議会のページを開設して

資料を公表する。 

  発言者：なし 

 

７．その他：十日町市より次のとおり報告された 

 説明者：市担当（富井中心市街地活性化推進室長） 

本協議会は全国では 154番目に設立された協議会となり、県内では新潟、長岡、上 

越２地区に次ぐ 5番目となる。 

      

８．閉会挨拶：ＮＰＯ法人にぎわい理事長 関口純夫 

 (要旨) 富山に視察に行ったところ、5年経った現在の歩行量が 110％にすら達していなかっ 

た。長岡のアオーレでさえ 70％の人達が成長を実感出来ていないという。 

ＮＰＯ法人にぎわいの目標としては 5年後の歩行量を高い数値に設定しているが、難 

しいからこそ挑む価値があると思っている。本日を以って正式に十日町市中心市街地 

活性化協議会が設立されたので、会費やふるさと納税の協力を広く呼び掛けたい。 


